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は じ め に 
 

私たちのまち御嵩町は、かつては中山道の宿場町として栄え、その後、東濃地

方の政治、文化の中心地として発展してきました。また、豊かな自然と歴史に恵

まれ、都市部にはない魅力を持っています。 

近年では、本町の貴重な資源である自然環境を積極的に活用し、自然環境との

調和を図った企業誘致活動に取り組んでいます。また、次代を担う子ども達が、

安心して安全に暮らせる生活環境づくりをめざし、環境基本条例を柱とし、住民

と行政が一体となり、「自然を生かしたまちづくり」を進めています。 

毎年、本町の環境を総合的に調査し、現状を把握し、この緑に包まれた魅力的

な環境を守るために、継続的な環境監視を行っております。 

本年度は、河川水質汚濁調査、河川農薬調査、土壌汚染調査、環境大気調査及

び名水水質調査を実施しました。 

本報告書は、これらの調査結果をまとめたものです。ぜひ、ご一読ください。 

 

 

 

                                            御嵩町環境保全課 
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第1章　　河川水質調査
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第１章  河川水質調査 

 

御嵩町を流れている可児川本流及び支流について、昭和 49 年度以降毎年河川水質調

査を実施している。平成 18 年度においては 5 月、8 月、11 月及び 2 月に実施した。 

 

１ 調査期日 

 

（１）定期河川水質調査 

平成 18 年 5 月 15 日 

平成 18 年 8 月 8 日 

平成 18 年 11 月 30 日 

平成 19 年 2 月 27 日 

 

（２）有害物質調査 

平成 18 年 8 月 8 日 

平成 19 年 2 月 27 日 

 

２ 調査場所 

 

表－1 に示す計 20 地点で実施した。詳細は本流については、図－1 に示す 10 地点、

支流については図－2 に示す 10 地点である。また、有害物質の調査地点は表－2 に

示す 5 地点で実施し、図－1 に併せて示した。 

 

表－1   河川水質調査地点 

地点 No. 地点名 地点 No. 地点名 

No.1 鬼岩公園内 No.1 津橋川 

No.2 次月橋 No.2 切木川 

No.3 興亜橋 No.3 井尻川 

No.4 天王橋 No.4 平芝川 

No.5 新川橋 No.5 板良川 

No.6 木ノ下橋 No.6 唐沢川 

No.7 中村大橋 No.7 真名田川 

No.8 顔戸橋 No.8 撫尾川 

No.9 淵之上橋 No.9 比衣川 

本流 

No.10 石森橋 

支流 

No.10 山田川 
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表－2   有害物質調査地点 

押山橋 

平芝橋 

中村大橋 

顔戸橋 

可児川 

野崎橋 

 

３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）調査項目 

 

本流及び支流において、ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全リン、

大腸菌群数及び陰イオン界面活性剤（ＡＢＳ）の 9 項目について実施した。 

また、8 月調査及び 2 月調査では有害物質についても実施した。 

 

（２）分析方法 

 

環境庁告示第 59 号（S46.12.28）及び JIS K 0102 によった。 

 

 

試料採取（採水）の様子 
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４ 調査結果 

 

河川の水質汚濁に係る環境上の条件については、人の健康を保護し、生活環境

を保全する上で維持することが望ましい基準として、水質汚濁に係る環境基準が

定められており、主要な河川については、水の利用目的、水質汚濁の状況等によ

り水域の類型指定がなされている。環境基準には生活環境の保全に関する基準と

人の健康の保護に関する基準（有害物質）とがあり、表－3 に示すとおりである。 

可児川は、水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定を受けており、可児市の

鳥屋場橋までの水域がＢ類型、その下流はＣ類型の指定を受けている。したがっ

て御嵩町を流れる水域はＢ類型の基準値が適用される。また、支流については類

型指定を受けていないが可児川のＢ類型の区域に合流しているためＢ類型の基準

を当てはめて評価する。 

本流及び支流における生活環境項目の水質調査結果は表－4～表－7 に、有害物

質の調査結果は表－8 及び表－9 に示すとおりである。また、ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、

ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素及び大腸菌群数の調査結果から各地点の河川流下方向での

変動については図－3～図－10 に示すとおりである。 

 

（１）ｐＨ 

ｐＨは水中の水素イオン濃度の逆数の常用対数で表わされ、ｐＨ7 が中性、数

値が大きいとアルカリ性、数値が小さいと酸性を示す。通常わが国の河川では

ｐＨ 6～8 であるが、工場等で使用されている酸やアルカリが十分な処理がされ

ずに放流されるとｐＨに大きく影響を与える場合がある。 

さらに、ｐＨは生物の繁殖の消長、あるいは水脈の変化などによって変わる

ものであるから、その検査は水質の変化を知る上に重要である。 

 

本流 
全ての地点での調査結果は 6.9～8.5 の範囲にあり、環境基準値

を満足し、良好な結果であった。 

支流 

No.8 撫尾川で 11 月調査において 8.7、No.10 山田川で 11 月調査

において 9.1、2 月調査において 8.6 とＢ類型の基準値を満足で

きていなかったが、これらを除けば 6.9～8.2 の範囲に収まり、

本流同様に良好な結果であった。 
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（２）ＤＯ（溶存酸素） 

水中に溶け込んでいる酸素量を表す。水の浄化作用や水中の生物の生育に必

要不可欠なもので、数値が高いほど良好と判断されるが、水温に影響され、水

温が低くなるほどＤＯは高くなる傾向がある。河川のＤＯの環境基準値はＢ類

型で 5 ㎎/L 以上である。 

 

本流 
平均値で 8.9 ㎎/L～11 ㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満足し、

良好な結果であった。 

支流 
平均値で 9.5 ㎎/L～11 ㎎/L の範囲にあり、本流同様、良好な結

果であった。 

 

（３）ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

    水中の有機物濃度を示し、数値が小さいほど良好な水質であり、人為的汚染

のない河川では通常 1 ㎎/L 以下であると言われている。河川のＢＯＤの環境基

準値はＢ類型で 3 ㎎/L 以下である。 

   水質の評価は、年間の調査結果の 75％値を用いて考察する。 

 

本流 
75％値で 0.5 ㎎/L～1.2 ㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満足し、

良好な結果であった。 

支流 
75％値で 0.6 ㎎/L～2.8 ㎎/L の範囲にあり、環境基準値を満足し、

本流同様に良好な結果であった。 

 

（４）ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 

水中の有機物量、特に、化学的に酸化される物質量を示し、数値が小さいほ

ど良好である。ＢＯＤに比べて短時間で測定できることから、汚染の目安を早

く知ることができる。河川の水質汚濁の一般指標としてはＢＯＤの方が適切で

あると考えられているため、河川の生活環境の保全に関する環境基準には定め

られていないが伊勢湾総量規制地域内の工場排水には基準値が定められている。

また、農業用水基準では 6mg/L 以下と基準値が定められている。 
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（５）ＳＳ（浮遊物質） 

水中に浮遊する物質量を示し、水の外見上の“きれいさ”を決める最大の因

子である。無機物と有機物とがあり、河川においては主として粘土、砂等の無

機物が多く、降雨による土砂の流入等によってＳＳが増加し汚濁する。河川の

ＳＳの環境基準値はＢ類型で 25 ㎎/L 以下である。 

 

本流 
平均値で 3 ㎎/L～9 ㎎/L の範囲にあり、いずれの地点も環境基準

値を満足し良好な結果であった。 

支流 
平均値で 2 ㎎/L～6 ㎎/L の範囲にあり、本流同様良好な結果であ

った。 

 

（６）全窒素（Ｔ－Ｎ）及び全リン（Ｔ－Ｐ） 

窒素の河川への流入源は山林・田畑からや畜産排水、家庭排水、工場排水等

であり、山林・田畑からは無機態窒素、畜産排水及び家庭排水からは有機態窒

素とその分解物であるアンモニア性窒素として供給される。 

リンは、岩石や土壌を出発点として雨水等で流出し河川中へ移動するが、大

半が沈降し河川中にとどまるのは微量である。汚染源としては、窒素と同様に

畜産排水、家庭排水、工場排水等であるが、特に家庭排水については合成洗剤

中のリンが一定の負荷を示しており、石けんへの転換や合成洗剤の無リン化が

進められた経緯がある。 

一般には閉鎖性水域において全窒素 0.6 ㎎/L、全リン 0.03 ㎎/L 以上存在する

と富栄養化が起こるといわれており、湖沼における環境基準値または事業場に

おいて排水基準値の設定がある。農業用水基準には、全窒素は 1.0 ㎎/L 以下と

定められている。なお、これらの項目は、河川については環境基準が定められ

ていない。 

 

本流 
平均値で 3.0 ㎎/L～3.9 ㎎/L の範囲にあり、いずれの地点も良好

な結果であった。 

支流 平均値で 2.9 ㎎/L～4.7 ㎎/L の範囲にあり、良好な結果であった。 
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本流 

全窒素は平均値で 0.82 ㎎/L～0.94 ㎎/L の範囲にあり、やや高め

であるがほぼ良好な結果であった。全リンは平均値で 0.031 ㎎/L

～0.093 ㎎/L の範囲にあり、全ての地点で 0.03 ㎎/L を越えていた。 

支流 

全窒素は平均値で、No.6 唐沢川及び No.7 真名田川では 1.2mg/L

と、No.4 平芝川及び No.9 比衣川では 1.4mg/L とやや高い値を示

し、その他の地点については 0.60 ㎎/L～1.0 ㎎/L の範囲であっ

た。 

全リンは平均値で No.4 平芝川では 0.13 ㎎/L、No.9 比衣川では

0.22mg/L、No.10 山田川では 0.17mg/L と高い値を示した。その他

の地点についても 0.039 ㎎/L～0.097 ㎎/L の範囲にあり、全ての

地点で 0.03 ㎎/L を越えていた。 

 

（７）大腸菌群数 

大腸菌は人畜の腸管内に生息している、いわゆる腸内細菌群の主要な種のひ

とつである。それ自体、人の健康に有害なものではないが、多数存在する場合

は同時に赤痢菌、チフス菌等の病原菌が存在する確立が高まる。 

大腸菌群とは、上記の大腸菌と大腸菌に性質の似ている細菌のことをいい、それ

らは人畜の腸管内以外にも、畑などの土壌中、沿岸海水など自然界に広く分布して

いる。腸管内由来の大腸菌は、ふん便とともに排泄されるので、測定法上、それら

を含む大腸菌群数をふん便による汚濁の指標としている。河川、工場排水等につい

て基準値が定められている。河川の汚染源としては、浄化槽放流水と生活雑排水が

主に考えられる。Ｂ類型の環境基準値は 5,000MPN/100ml 以下である。 

 

本流 

調査の結果、平均値では 2.8×103～2.8×104MPN/100ml の範囲に

あり、No.1 鬼岩公園内及び No.4 天王を除く 8 地点で環境基準値

を超過していた。 

支流 
平均値では、4.1×103～3.9×104MPN/100ml の範囲にあり、すべて

の地点で環境基準値を超過していた。 
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（８）陰イオン界面活性剤（ＡＢＳ） 

      界面活性剤は、1 つの分子内に親水基と親油基を持っており、親水基の性質に

より陽イオン界面活性剤、陰イオン界面活性剤、両性イオン界面活性剤及び非

イオン界面活性剤に分けられる。その乳化性、分散性、可溶化性、起泡性など

の性質から、その用途は主に洗浄剤として、繊維、紙パルプ、染色、写真、機

械、金属、医薬品、食品、農業その他あらゆる分野にわたっている。 

そのうちでも、陰イオン界面活性剤は家庭用洗剤としていまだ消費量が多く、

今日では家庭排水の一成分となっている。 

陰イオン界面活性剤にも各種のものがあるが、家庭用洗剤には主としてアル

キルベンゼンスルホン酸ナトリウム（ＡＢＳと略されている）が用いられてい

る。このＡＢＳは洗浄力が優れているが、起泡力も強く、下水処理場において

は洗剤による泡の問題が大きな悩みである。 

    河川、工場排水、農業用水については、基準値は定められていない。水産用

水基準では、有毒物質として有害な程度に含まれないこととし、検出されない

こととしている。飲料水の水質基準は 0.2 ㎎/L 以下と定められている。通常、

河川では 0.5 ㎎/L 以上であれば洗剤汚染があると考えられる。 

 

本流 
調査の結果、平均値において、いずれの地点も 0.04 ㎎/L 以下と

低い値を示し、良好な結果であった。 

支流 

平均値で 0.02 ㎎/L～0.11 ㎎/L の範囲にあり、数値はそれほど高

くないが、本流と比較すると全般に数値が高く、家庭雑排水が影

響しているものと考えられる。 

 

（９）有害物質 

   水質汚濁物質の中で、人の健康に有害なものとして定められた項目をいい、

現在ダイオキシン類を含め 27 項目が定められている。 

   可児川本流の代表的な 5 地点について調査を実施した結果、流下方向への目

立った汚染は見られなかった。また、検出された物質も全て基準値未満であり、

良好な結果であった。 
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表－3   水質汚濁に係る環境基準 

 （１）生活環境の保全に関する環境基準 -河川（湖沼を除く）- 

類  型 ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

利用目的の 

適応性 

水道 1 級
自然環境保
全及びＡ以
下の欄に掲
げるもの 

水道 2 級
水産 1 級水
浴及びＢ以
下の欄に掲
げるもの 

水道 3 級
水産 2 級
及びＣ以下
の欄に掲げ
るもの 

水産 3 級
工 業 用 水 
1 級及びＤ
以下の欄に
掲げるもの 

工 業 用 水 
2 級 農業
用水及びＥ
の欄に掲げ
るもの 

工 業 用 水 
3 級 環境
保全 
 
 

水素イオン
濃度 

（ｐＨ） 

6.5 以上 
 

8.5 以下 

6.5 以上 
 

8.5 以下 

6.5 以上 
 

8.5 以下 

6.5 以上 
 

8.5 以下 

6.0 以上 
 

8.5 以下 

6.0 以上 
 

8.5 以下 

生物化学的 
酸素要求量 
（ＢＯＤ） 

1 ㎎/L 
 

  以下 

2 ㎎/L 
 

  以下 

3 ㎎/L 
 

  以下 

5 ㎎/L 
 

  以下 

8 ㎎/L 
 

  以下 

10 ㎎/L 
 

  以下 

浮遊物質量 
 

（ＳＳ） 

25 ㎎/L 
 

  以下 

25 ㎎/L 
 

  以下 

25 ㎎/L 
 

  以下 

50 ㎎/L 
 

  以下 

100 ㎎/L 
 

  以下 

ごみ等の浮 
遊が認めら 
れない事 

溶存酸素量 
 

（ＤＯ） 

7.5 ㎎/L 
 

  以上 

7.5 ㎎/L 
 

  以上 

5 ㎎/L 
 

  以上 

5 ㎎/L 
 

  以上 

2 ㎎/L 
 

  以上 

2 ㎎/L 
 

  以上 

 

基 

 

準 

 

値 

大腸菌群数 
50MPN 

/100ml 
以下 

1,000MPN 
/100ml 
以下 

5,000MPN 
/100ml 
以下 

－ －  －  

備 

 

考 

 
１．基準値は、日間平均値とする。 
２．農業用利水点については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素量 

5 ㎎/L 以上とする。 
３．自然環境保全：自然探勝等の環境の保全 

水   道 1 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 
水   道 2 級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
水   道 3 級：前処理を伴う高度の浄水操作を行うもの 
水   産 1 級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級及 

び水産 3 級の水産生物用 
水   産 2 級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産 3 級 

の水産生物用 
水   産 3 級：コイ、フナ等β-中腐水性水域の水産生物用 
工業用水 1 級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
工業用水 2 級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 
工業用水 3 級：特殊の浄水操作を行うもの 
環 境 保 全 ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において、不快感を生 

じない限度 
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（２）人の健康の保護に関する環境基準 

項      目 基  準  値 

1 カドミウム 0.01 ㎎/L 以下 

2 全シアン 検出されないこと 

3 鉛 0.01 ㎎/L 以下 

4 六価クロム 0.05 ㎎/L 以下 

5 ひ素 0.01 ㎎/L 以下 

6 総水銀 0.0005 ㎎/L 以下 

7 アルキル水銀 検出されないこと 

8 ＰＣＢ 検出されないこと 

9 ジクロロメタン 0.02 ㎎/L 以下 

10 四塩化炭素 0.002 ㎎/L 以下 

11 1,2-ジクロロエタン 0.004 ㎎/L 以下 

12 1,1-ジクロロエチレン 0.02 ㎎/L 以下 

13 シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 ㎎/L 以下 

14 1,1,1-トリクロロエタン 1 ㎎/L 以下 

15 1,1,2-トリクロロエタン 0.006 ㎎/L 以下 

16 トリクロロエチレン 0.03 ㎎/L 以下 

17 テトラクロロエチレン 0.01 ㎎/L 以下 

18 1,3-ジクロロプロペン (D-D) 0.002 ㎎/L 以下 

19 チウラム 0.006 ㎎/L 以下 

20 シマジン (CAT) 0.003 ㎎/L 以下 

21 チオベンカルブ (ﾍﾞﾝﾁｵｶ-ﾌﾞ) 0.02 ㎎/L 以下 

22 ベンゼン 0.01 ㎎/L 以下 

23 セレン 0.01 ㎎/L 以下 

24 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 ㎎/L 以下 

25 ふっ素 0.8 ㎎/L 以下 

26 ほう素 1 ㎎/L 以下 

27 ダイオキシン類 1pg-TEQ/L 以下 

備 考 

１ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値に 

ついては、最高値とする。 

２ 「検出されないこと」とは、その結果が測定方法の定量限界を 

下回ることをいう。 

 

 

 



表-4　　　可児川本流定期水質調査結果

地　　点　　番　　号 No.1 No.2

採　　水　　場　　所 鬼岩公園内 次月橋

採　 水 　年　 月　 日 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

採　　水　　時　　刻 9:57 9:15 9:26 9:28 10:10 9:23 9:40 9:39

気　　　　温 ℃ 22.5 25.5 10.0 8.0 22.5 27.5 9.5 8.0

水　　　　温 ℃ 14.6 23.2 10.6 7.4 14.8 23.1 9.6 6.3

pH 7.2 7.0 7.2 7.4 6.9 7.0 7.0 7.1

DO mg/L 7.8 8.3 11 11 7.7 8.1 11 12

BOD mg/L 0.5未満 1.1 0.8 0.5未満 0.5 0.5未満 0.8 0.5

COD mg/L 3.2 5.2 2.5 1.3 4.3 4.9 3.0 2.2

SS mg/L 1 9 2 1未満 17 8 2 1未満

全　　窒　　素 mg/L 0.85 1.0 0.92 0.68 0.93 0.93 0.88 0.61

全　　リ　　ン mg/L 0.011 0.065 0.033 0.014 0.070 0.061 0.041 0.029

1.3 ×10 3 1.7 ×10 3 3.3 ×10 3 4.9 ×10 3 2.2 ×10 4 7.0 ×10 3 2.4 ×10 4 1.7 ×10 3

0.02 0.02 0.07 0.02未満 0.02 0.03 0.03 0.02未満

地　　点　　番　　号 No.6 No.7

採　　水　　場　　所 木ノ下橋 中村大橋

採　　水　　年　　月　　日 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

採　　水　　時　　刻 11:05 10:30 10:59 11:22 11:00 10:50 10:41 10:25

気　　　　温 ℃ 24.0 29.0 10.0 9.5 24.0 28.5 9.5 13.0

水　　　　温 ℃ 17.0 24.5 10.2 9.2 17.0 25.4 10.3 9.9

pH 7.4 7.3 7.9 8.1 7.3 7.5 7.6 8.5

DO mg/L 10 9.4 12 13 10 9.9 12 11

BOD mg/L 0.5 0.5未満 0.9 1.0 0.6 0.7 0.9 1.7

COD mg/L 3.1 3.7 3.3 3.3 2.9 3.9 3.2 3.9

SS mg/L 6 3 2 1 6 5 2 2

全窒素 mg/L 1.2 0.53 0.89 0.82 1.2 0.52 1.1 0.83

全リン mg/L 0.10 0.058 0.062 0.061 0.094 0.081 0.073 0.055

7.9 ×10 3 7.0 ×10 3 7.0 ×10 3 2.3 ×10 3 9.2 ×10 4 1.7 ×10 4 3.3 ×10 3 1.3 ×10 3

0.03 0.02 0.04 0.02 0.04 0.03 0.03 0.03

大腸菌群数　　MPN/100ml

陰イオン界面活性剤　mg/L

大腸菌群数　　MPN/100ml

陰イオン界面活性剤　mg/L

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ水　域　類　型

水　域　類　型
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No.3 No.4 No.5

興亜橋 天王橋 新川橋

H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

10:30 9:40 10:00 10:07 10:40 9:45 10:10 10:15 11:10 10:10 10:40 10:42

22.5 25.5 9.0 9.0 23.0 25.5 9.0 9.0 23.0 27.5 12.0 9.0

14.8 23.4 9.9 7.5 15.8 23.5 10.0 8.6 17.2 23.8 10.1 12.3

7.1 7.0 7.2 7.4 7.2 7.0 7.8 7.7 7.2 7.2 7.8 7.7

7.8 8.3 12 12 7.8 8.5 12 12 7.5 8.5 12 7.8

0.5未満 1.8 0.8 0.6 0.5未満 0.5未満 0.6 1.1 0.5未満 0.5未満 0.9 0.9

3.1 4.2 3.2 2.6 3.2 4.2 2.8 3.6 3.3 3.9 3.0 3.1

6 6 5 2 5 5 1 1 6 4 1 1

1.1 0.91 0.82 0.52 1.2 0.79 0.78 0.53 1.2 0.59 0.87 0.68

0.087 0.053 0.050 0.033 0.10 0.054 0.042 0.033 0.11 0.053 0.050 0.037

7.9 ×10 3 1.4 ×10 4 3.3 ×10 3 1.7 ×10 3 4.9 ×10 3 4.9 ×10 3 2.2 ×10 3 7.9 ×10 3 7.0 ×10 3 2.4 ×10 4 1.3 ×10 4 7.0 ×10 3

0.02 0.02 0.03 0.02未満 0.02 0.02 0.03 0.02未満 0.03 0.02 0.03 0.02

No.8 No.9 No.10

顔戸橋 淵之上橋 石森橋

H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

11:32 10:15 10:08 10:40 10:17 9:50 9:52 10:10 9:55 9:15 9:30 9:30

24.0 28.5 8.5 13.5 24.0 28.5 9.5 12.0 24.0 26.5 10.0 10.5

16.2 25.1 10.7 8.8 16.1 25.0 10.3 7.9 15.7 26.3 11.4 9.5

7.3 7.1 7.6 7.7 7.5 7.2 7.4 7.5 7.6 7.4 8.0 7.9

10 8.5 12 11 10 9.3 11 10 10 8.7 12 9.9

0.6 0.6 0.9 1.2 0.5未満 0.5 0.9 1.4 0.6 0.6 1.2 1.3

3.4 3.6 3.5 3.4 3.2 4.0 3.6 3.8 3.8 4.4 3.9 3.6

6 5 2 1 5 3 3 2 6 5 2 2

1.3 0.63 0.99 0.85 1.2 0.43 1.1 0.96 1.2 0.42 0.97 0.77

0.094 0.071 0.11 0.070 0.092 0.075 0.12 0.086 0.094 0.082 0.086 0.071

1.7 ×10 4 2.2 ×10 4 2.3 ×10 3 3.3 ×10 2 4.9 ×10 3 1.7 ×10 4 4.9 ×10 3 1.1 ×10 3 1.7 ×10 4 1.3 ×10 4 2.2 ×10 3 1.4 ×10 3

0.03 0.03 0.03 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02 0.03 0.03 0.02

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ
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表-5　　　可児川支流定期水質調査結果

地　　点　　番　　号 No.1 No.2

採　　水　　場　　所 津橋川 切木川

採　　水　　年　　月　　日 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

採　　水　　時　　刻 10:20 9:30 9:50 10:00 10:45 9:55 10:22 10:25

気　　　　温 ℃ 22.5 25.5 10.0 8.5 23.0 26.5 10.0 9.0

水　　　　温 ℃ 13.7 23.7 9.5 6.4 16.2 24.3 10.6 8.0

pH 7.2 7.0 7.3 7.4 7.3 7.0 7.3 7.4

DO mg/L 8.0 8.1 12 12 7.7 8.2 12 12

BOD mg/L 0.5未満 0.5未満 0.7 0.6 0.5未満 0.7 1.2 1.1

COD mg/L 3.1 3.6 2.5 2.4 3.4 3.8 3.1 2.4

SS mg/L 8 4 1 1 14 4 3 2

全窒素 mg/L 1.0 0.35 0.59 0.47 1.4 0.65 1.0 1.2

全リン mg/L 0.072 0.041 0.023 0.018 0.11 0.095 0.059 0.063

7.0 ×10 3 1.7 ×10 4 6.8 ×10 2 4.5 ×10 2 2.4 ×10 4 7.0 ×10 4 2.4 ×10 4 7.9 ×10 3

0.02 0.02 0.02未満 0.02未満 0.04 0.05 0.08 0.03

地　　点　　番　　号 No.6 No.7

採　　水　　場　　所 唐沢川 真名田川

採　　水　　年　　月　　日 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

採　　水　　時　　刻 11:05 10:38 10:51 11:40 10:50 10:30 10:26 11:10

気　　　　温 ℃ 24.0 29.0 10.0 9.0 24.0 28.5 10.0 13.0

水　　　　温 ℃ 16.9 23.6 11.5 10.1 19.5 25.4 12.1 11.8

pH 7.2 7.0 7.2 7.3 7.2 7.3 7.5 7.4

DO mg/L 9.7 7.8 11 11 9.8 8.8 12 11

BOD mg/L 0.5未満 0.5未満 2.7 1.9 1.3 0.8 1.3 3.3

COD mg/L 2.6 1.6 4.2 3.6 3.8 4.2 3.6 6.0

SS mg/L 3 2 2 1 7 8 1 2

全窒素 mg/L 0.74 1.5 1.5 1.2 1.1 0.72 1.2 2.0

全リン mg/L 0.027 0.073 0.14 0.071 0.072 0.10 0.084 0.13

1.7 ×10 3 6.8 ×10 3 1.3 ×10 4 3.5 ×10 4 4.9 ×10 4 4.5 ×10 4 3.4 ×10 3 2.4 ×10 4

0.02 0.02 0.31 0.05 0.09 0.04 0.09 0.15

大腸菌群数　　MPN/100ml

陰イオン界面活性剤　mg/L

大腸菌群数　　MPN/100ml

陰イオン界面活性剤　mg/L

水　域　類　型 －

－ －水　域　類　型

－
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No.3 No.4 No.5

井尻川 平芝川 板良川

H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

11:00 10:00 10:32 10:32 11:20 10:15 10:49 10:48 11:30 10:25 10:58 11:09

23.0 26.5 10.0 9.5 23.0 27.5 11.5 9.0 23.5 28.0 12.0 9.5

16.9 24.8 9.9 7.2 19.4 24.8 11.8 10.0 17.9 24.7 12.6 11.6

7.4 7.3 7.5 7.5 7.8 7.6 8.0 8.2 7.1 6.9 7.1 7.4

7.4 7.8 11 12 7.3 8.3 12 12 7.4 7.9 12 15

0.5未満 0.5未満 1.2 1.1 0.8 0.9 1.7 2.5 0.5 0.9 1.1 1.5

4.1 3.4 3.7 3.1 4.4 4.5 4.7 5.0 3.1 4.3 2.4 3.6

11 7 6 3 7 5 3 3 6 9 1 1

0.90 0.57 0.93 0.86 1.0 0.58 2.1 2.0 1.0 0.54 0.84 0.88

0.058 0.12 0.063 0.055 0.12 0.13 0.25 0.029 0.042 0.097 0.041 0.035

1.3 ×10 4 3.3 ×10 4 4.9 ×10 3 1.3 ×10 3 1.7 ×10 4 2.2 ×10 4 1.1 ×10 4 7.8 ×10 2 7.0 ×10 4 1.7 ×10 4 3.5 ×10 4 3.5 ×10 4

0.02 0.03 0.10 0.03 0.03 0.03 0.05 0.04 0.07 0.07 0.12 0.04

No.8 No.9 No.10

撫尾川 比衣川 山田川

H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27 H18.5.15 H18.8.8 H18.11.30 H19.2.27

11:40 10:25 10:17 10:59 10:25 10:00 9:59 10:18 10:05 9:25 9:44 9:59

24.0 28.5 9.0 13.0 24.0 28.5 9.5 12.0 24.0 28.0 9.5 11.0

19.4 24.5 10.0 8.9 17.7 23.4 10.7 8.8 19.2 25.4 11.0 10.0

7.6 7.6 8.7 7.9 7.7 7.0 8.0 7.9 7.8 7.6 9.1 8.6

9.6 9.4 13 11 9.8 7.7 12 10 10 9.3 15 13

1.6 0.5未満 1.3 3.4 1.0 0.5未満 2.8 2.8 1.6 0.5 1.5 2.4

5.6 4.6 3.6 5.2 4.6 4.1 5.5 4.9 3.6 3.6 3.6 4.6

14 3 1 3 6 2 2 3 2 3 2 2

0.83 0.58 0.76 1.2 1.0 0.55 2.3 2.1 1.0 0.28 0.62 1.1

0.10 0.090 0.071 0.10 0.15 0.12 0.35 0.25 0.053 0.052 0.042 0.54

3.3 ×10 4 6.8 ×10 3 4.9 ×10 3 2.8 ×10 4 7.0 ×10 3 1.1 ×10 4 5.4 ×10 4 1.7 ×10 4 2.4 ×10 4 3.3 ×10 4 7.9 ×10 3 3.3 ×10 3

0.05 0.03 0.13 0.08 0.04 0.03 0.32 0.06 0.14 0.03 0.12 0.09

－－ －

－ － －
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表－6 可児川本流定期水質調査結果の平均値

DO BOD COD

地点番号 採 水 場 所 水 域 類 型 pH

No.1 鬼 岩 公 園 内 7.2 9.5 * 0.8 3.0

No.2 次 月 橋 7.0 9.7 * 0.5 3.6

No.3 興 亜 橋 7.1 10 * 0.8 3.2

No.4 天 王 橋 7.4 10 * 0.6 3.4

No.5 新 川 橋 7.4 8.9 * 0.9 3.3

No.6 木 ノ 下 橋 7.6 11 * 0.9 3.3

No.7 中 村 大 橋 7.7 10 * 0.9 3.4

No.8 顔 戸 橋 7.4 10 * 0.9 3.4

No.9 淵 之 上 橋 7.4 10 * 0.9 3.6

No.10 石 森 橋 7.7 10 * 1.2 3.9

平    均 7.4 9.9 0.9 3.4

（最小～ ( 7.0 ～ ( 8.9 ～ ( 0.5 ～ ( 3.0 ～

最大） 7.7 ) 11 ) 1.2 ) 3.9 )

注） *は75%値を示す。

表－7 可児川支流定期水質調査結果の平均値

DO BOD COD

地点番号 採 水 場 所 水 域 類 型 pH

No.1 津 橋 川 7.2 10 * 0.6 2.9

No.2 切 木 川 7.2 9.9 * 1.1 3.1

No.3 井 尻 川 7.4 9.5 * 1.1 3.5

No.4 平 芝 川 7.9 9.9 * 1.7 4.6

No.5 板 良 川 7.1 10 * 1.1 3.3

No.6 唐 沢 川 7.1 9.8 * 1.9 3.0

No.7 真 名 田 川 7.3 10 * 1.3 4.4

No.8 撫 尾 川 7.9 10 * 1.6 4.7

No.9 比 衣 川 7.6 9.8 * 2.8 4.7

No.10 山 田 川 8.2 11 * 1.6 3.8

平    均 7.5 10 1.5 3.8

（最小～ ( 7.1 ～ ( 9.5 ～ ( 0.6 ～ ( 2.9 ～

最大） 8.2 ) 11 ) 2.8 ) 4.7 )

注） *は75%値を示す。

mg/L mg/L mg/L

mg/L

B

－

mg/L mg/L
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SS 全窒素 全リン 大腸菌群数 陰イオン

界面活性剤

4 0.86 0.031 2.8 ×10 3 0.04

9 0.83 0.050 1.4 ×10 4 0.03

4 0.83 0.056 6.7 ×10 3 0.02

3 0.82 0.057 5.0 ×10 3 0.02

3 0.83 0.063 1.3 ×10 4 0.03

3 0.86 0.070 6.1 ×10 3 0.03

3 0.91 0.076 2.8 ×10 4 0.03

3 0.94 0.086 1.0 ×10 4 0.03

3 0.92 0.093 7.0 ×10 3 0.03

3 0.84 0.083 8.4 ×10 3 0.03

4 0.86 0.067 1.0 ×10 4 0.03

( 3 ～ ( 0.82 ～ ( 0.031 ～ ( 2.8 ×10 3 ～ ( 0.02 ～

9 ) 0.94 ) 0.093 ) 2.8 ×10 4 ) 0.04 )

SS 全窒素 全リン 大腸菌群数 陰イオン

界面活性剤

3 0.60 0.039 6.3 ×10 3 0.02

5 1.0 0.082 3.1 ×10 4 0.05

6 0.81 0.074 4.1 ×10 3 0.05

4 1.4 0.13 1.3 ×10 4 0.04

4 0.81 0.054 3.9 ×10 4 0.08

2 1.2 0.078 1.4 ×10 4 0.10

4 1.2 0.097 3.0 ×10 4 0.09

5 0.84 0.090 1.8 ×10 4 0.07

3 1.4 0.22 2.2 ×10 4 0.11

2 0.75 0.17 1.7 ×10 4 0.10

3 1.0 0.10 2.0 ×10 4 0.07

( 2 ～ ( 0.60 ～ ( 0.039 ～ ( 4.1 ×10 3 ～ ( 0.02 ～

6 ) 1.4 ) 0.22 ) 3.9 ×10 4 ) 0.11 )

mg/LMPN/100ml

mg/L mg/L mg/L MPN/100ml mg/L

mg/L mg/L mg/L

- 17 -



 - 18 - 

表－8   有害物質調査結果 
 

採水年月日:平成 18 年 8 月 8 日 
          調査場所 
調査項目 押 山 橋 平 芝 橋 中村大橋 顔 戸 橋 野 崎 橋 

 カ ド ミ ウ ム ㎎/L 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 

 全 シ ア ン ㎎/L 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 

     鉛        ㎎/L 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 

 六 価 ク ロ ム ㎎/L 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 

 ひ 素 ㎎/L 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 

 総 水 銀 ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

ア ル キ ル 水 銀 ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

Ｐ Ｃ Ｂ ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

ジ ク ロ ロ メ タ ン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

四 塩 化 炭 素 ㎎/L 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 

1 , 2 -ジ ク ロ ロ エ タ ン ㎎/L 0.0004 未満 0.0004 未満 0.0004 未満 0.0004 未満 0.0004 未満 

 1,1-ジクロロエチレン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

ｼ ｽ - 1 , 2 - ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ㎎/L 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 

1 , 1 , 1 - ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

1 , 1 , 2 - ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ ㎎/L 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

テトラクロロエチレン ㎎/L 0.0020 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0017 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ(D-D)  ㎎/L 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 

チ ウ ラ ム  ㎎/L 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 

シ マ ジ ン （ Ｃ Ａ Ｔ ） ㎎/L 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ(ﾍﾞﾝﾁｵｶ-ﾌﾞ) ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

ベ ン ゼ ン ㎎/L 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 

セ レ ン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

硝 酸 性 窒 素 及 び 
亜 硝 酸 性 窒 素 ㎎/L 

0.46 0.34 0.31 0.37 0.14 

ふ っ 素 ㎎/L 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 

ほ う 素 ㎎/L 0.02 未満 0.02 未満 0.02 0.03 0.04 
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表－9   有害物質調査結果 
      

採水年月日:平成 19 年 2 月 27 日 
          調査場所 
調査項目 押 山 橋 平 芝 橋 中村大橋 顔 戸 橋 野 崎 橋 

 カ ド ミ ウ ム ㎎/L 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 

 全 シ ア ン ㎎/L 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 

     鉛        ㎎/L 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 

 六 価 ク ロ ム ㎎/L 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 0.04 未満 

 ひ 素 ㎎/L 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 

 総 水 銀 ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

ア ル キ ル 水 銀 ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

Ｐ Ｃ Ｂ ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

ジ ク ロ ロ メ タ ン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

四 塩 化 炭 素 ㎎/L 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 

1 , 2 -ジ ク ロ ロ エ タ ン ㎎/L 0.0004 未満 0.0004 未満 0.0004 未満 0.0004 未満 0.0004 未満 

 1,1-ジクロロエチレン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

ｼ ｽ - 1 , 2 - ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ ㎎/L 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満 

1 , 1 , 1 - ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

1 , 1 , 2 - ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ ㎎/L 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

テトラクロロエチレン ㎎/L 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ(D-D)  ㎎/L 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 

チ ウ ラ ム  ㎎/L 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 0.0006 未満 

シ マ ジ ン （ Ｃ Ａ Ｔ ）  ㎎/L 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ(ﾍﾞﾝﾁｵｶ-ﾌﾞ) ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

ベ ン ゼ ン ㎎/L 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 

セ レ ン ㎎/L 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 

硝 酸 性 窒 素 及 び 
亜 硝 酸 性 窒 素 ㎎/L 

0.58 0.56 0.64 0.64 0.58 

ふ っ 素 ㎎/L 0.4 0.1 0.1 0.1 0.1 

ほ う 素 ㎎/L 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満 0.04 0.04 



図－3　可児川本流のｐＨの地点変動

図－4　可児川本流のＤＯの地点変動
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図－5　可児川本流のＢＯＤの地点変動

図－6　可児川本流のＣＯＤの地点変動
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図－7　可児川本流のＳＳの地点変動

図－8　可児川本流の全窒素の地点変動
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図－9　可児川本流の全リンの地点変動

図－10　可児川本流の大腸菌群数の地点変動
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５ まとめ 

 

御嵩町を流れる本流及びその支流について、昭和 49 年度以降毎年河川水質調査

を実施している。昨年度に引き続き、年 4 回実施した。 

本流については、環境基準の水域類型のＢ類型の指定を受けている。調査の結

果、ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ及びＳＳは基準値以内であった。しかし、大腸菌群数は、

ほとんどの地点で基準値を超過していた。しかし、大腸菌群の環境基準値の達成

率が低いのは全国的な傾向である。また、その他の項目では全窒素及び全リンが

年間通じてやや高い値を示したが、ＣＯＤ及び陰イオン界面活性剤は全般的には

低い値であり良好な結果であった。 

なお、本流の御嵩町内で下流となる No.10 石森橋における環境基準達成状況を

表－10 に、ＢＯＤ、ＳＳ及び大腸菌群数の経年変化を図－11 に示した。ｐＨ、Ｄ

Ｏ、ＢＯＤ及びＳＳは過去５年間とも変動は少なく環境基準を十分満足している。

大腸菌群数は依然として環境基準値を超過したままであるが、昨年までと比較す

ると改善の傾向にあり、今後も注目して観察したい。 

支流については、ＤＯ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳはほぼ良好な結果であった。し

かし、ｐＨ、全窒素及び全リンは高い値を示す地点があった。中でも、No.4 平芝

川、No.9 比衣川では全窒素及び全リンが年間を通じてやや高い値が確認されてい

る。大腸菌群数については、ほとんどの地点で環境基準値を超過していた。しか

し、前述のとおり大腸菌群の環境基準値の達成率が低いのは全国的な傾向であり、

御嵩町内に限ったことではない。陰イオン界面活性剤は全体的には良好な結果で

あるが、本流と比較すると支流は全体的に高い値であった。これらの結果から、

生活排水等の影響による水質の悪化が考えられる。 

御嵩町の各支流は、流量も少ないことから、生活雑排水、工場排水及び浄化槽

放流水等の水質変動に与える影響が大きいものと思われる。また、これら各支流

が本流を汚染する可能性が大きいことが考えられる。しかし、調査の結果では、

各支流全体に昨年と比較してわずかであるが水質の改善がみられた（「平成 17 年

度御嵩町環境汚染総合調査報告書」参照）。 

河川水質は様々な要因で変動するものであり、状態を的確に把握するためにも、

今後も定期的な検査を実施し、下水道整備などの生活排水対策の状況と合わせて

継続して調査及び評価を行っていく必要があると考える。 
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表－10   本流（石森橋）における環境基準達成状況 

ｐＨ 
ＤＯ 

（㎎/L） 

ＢＯＤ 

（㎎/L） 

ＳＳ 

（㎎/L） 

大腸菌群数 

（MPN/100ml） 年度 

年平均値 評価 年平均値 評価 75％値 評価 年平均値 評価 年平均値 評価 

14 7.5 ○ 12 ○ 1.7 ○ 3 ○ 2.5×104 × 

15 7.6 ○ 10 ○ 1.0 ○ 4 ○ 1.6×104 × 

16 7.6 ○ 10 ○ 1.2 ○ 6 ○ 4.0×104 × 

17 7.6 ○ 11 ○ 1.6 ○ 11 ○ 2.5×105 × 

18 7.7 ○ 10 ○ 1.2 ○ 3 ○ 8.4×103 × 

 

 

 

可児川本流 No.10 石森橋 



図－11  可児川本流（No.10 石森橋）の経年変化
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第２章  河川農薬調査 
 

近年、ゴルフ場で使用される農薬の流出による水質汚染が問題となっている。そ

こで、御嵩町における河川農薬汚染の実態を把握するために、本調査を実施した。 

 

１ 調査期日 

 

平成 18 年 6 月 14 日 

平成 18 年 10 月 18 日 

 

２ 調査場所 

 

ゴルフ場からの排水が流入する図－12 に示す 12 地点で実施した。 

 

３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）調査項目 

6 月調査及び 10 月調査で実施した項目を表－11 に示す。その他に、ｐＨ、Ｄ

Ｏ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全リン、大腸菌群数及び陰イオン界面活

性剤（ＡＢＳ）の 9 項目についても調査を実施した。なお、表－11 に示す項目

は、図－12 に示す各ゴルフ場に使用した農薬等について事前に聞き取りして決

定した。 
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表－11   河川農薬調査項目 

6 月調査 10 月調査 

アセフェート 
アゾキシストロビン 
イミダクロプリド 
イミノクタジン酢酸塩 
エトフェンプロックス 
クロロタロニル（ＴＰＮ） 
クロロネブ 
シメコナゾール 
ダイアジノン 
チアメトキサム 
チオジカルブ 
チオファネートメチル 
チフルザミド 
テブコナゾール 
トリフルミゾール 
トルクロホスメチル 
フェニトロチオン（ＭＥＰ） 
プロピコナゾール 
ペンシクロン 
ポリカーバメート 
メプロニル 

アシュラム 
アセフェート 
アゾキシストロビン 
アラクロール 
イソキサチオン 
イミノクタジン酢酸塩 
エトフェンプロックス 
クロロタロニル（ＴＰＮ） 
シクロスルファムロン 
ジチオピル 
ジフェノコナゾール 
シプロコナゾール 
シメコナゾール 
チアメトキサム 
チウラム 
チオジカルブ 
チオファネートメチル 
チフルザミド 
テブコナゾール 
トリクロピル 
トリフルミゾール 
トルクロホスメチル 
ハロスルフロンメチル 
フェニトロチオン（ＭＥＰ） 
プロジアミン 
プロピコナゾール 
プロピザミド 
ペルメトリン 
ペンシクロン 
ペンディメタリン 
ホセチル 
ポリカーバメート 
メタラキシル 
メプロニル 

 

（２）分析方法 

農薬は環水土第 77 号（H2.5.24）環境庁水質保全局長通知、環水規第 121 号

（H5.12.1）環境庁水質保全局長通知、固定抽出ＨＰＬＣ法、衛水第 193 号

（H3.7.30）厚生省生活衛生局水道環境部水道整備課長通知及び後藤真康、加藤

誠哉著「残留農薬分析法」に従い実施し、その他の項目は環境庁告示第 59 号

（S46.12.28）及び JIS K0102 によった。



表－12　　　ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁防止に係る暫定指針

農　　薬　　名 指針値（㎎/L)
殺 虫 剤  アセフェート 0.8

 イソキサチオン 0.08
 イソフェンホス 0.01
 エトフェンプロックス 0.8
 クロルピリホス 0.04
 ダイアジノン 0.05
 チオジカルブ 0.8
 トリクロルホン（ＤＥＰ） 0.3
 フェニトロチオン（ＭＥＰ） 0.03
 ピリダフェンチオン 0.02

殺 菌 剤  アゾキシストロビン 0.8
 イソプロチオラン 0.4
 イプロジオン 3
 イミノクタジン酢酸塩 0.06

(ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝとして)
 オキシン銅（有機銅） 0.4
 キャプタン 3
 クロロタロニル（ＴＰＮ） 0.4
 クロロネブ
 チウラム（チラム） 0.06
 トルクロホスメチル 0.8
 フルトラニル 2
 プロピコナゾール 0.5
 ペンシクロン 0.4
 ホセチル 23
 ポリカーバメート 0.3
 メプロニル 1
 エトリジアゾール（エクロメゾール） 0.04
 クロロネブ 0.5
 メタラキシル 0.5

除 草 剤  アシュラム 2
 ジチオピル 0.08
 シデュロン 3
 シマジン（ＣＡＴ） 0.03
 トリクロピル 0.06
 ナプロパミド 0.3
 ハロスルフロンメチル 0.3
 ブタミホス 0.04
 フラザスルフロン 0.3
 プロピザミド 0.08
 ベンスリド（ＳＡＰ） 1
 ペンディメタリン 0.5
 テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ） 0.2
 ベンフルラリン（ベスロジン） 0.8
 メコプロップ（ＭＣＰＰ） 0.05
 メチルダイムロン 0.3
 ピリブチカルブ 0.2

-　30　-
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４ 調査結果 

 

ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁防止に係る暫定指針は表－12 に示す

とおりである。河川農薬調査結果は表－13 及び表－14 に示すとおりである。なお、

今回の調査項目のうち、アラクロール、イミダクロプリド、シクロスルファムロ

ン、ジチオピル、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、シメコナゾール、チ

アメトキサム、チオファネートメチル、チフルザミド、テブコナゾール及びペル

メトリンについては暫定指針値が設定されていないが、現状把握及び監視のため

に検査を実施した。 

御嵩町内には、既存のゴルフ場が７ヶ所あり、これらのゴルフ場では芝、樹木

の病害虫の予防、駆除及び管理に農薬、肥料が散布されており、降雨等により流

出し、河川に流入する。また、クラブハウスの排水は浄化槽で処理され放流され

る。この排水は有機物、窒素、リン等を含んでおり、適切に処理施設の維持管理

が行われなければ、河川に対する影響は大きい。したがって、これらの周辺河川

水質に対する影響についても併せて調査を行った。 

今回、殺虫剤、殺菌剤及び除草剤の区分のうち、それぞれの区分で使用されて

いる合計農薬 37 物質について調査した。 

調査時期は、農薬の散布量が最も多い 5 月～11 月の間で行うこととし、今年度

は 6 月及び 10 月の 2 回の調査を行った。農薬調査の結果、6 月調査ではチフルザ

ミドが No.1 自害谷川で 0.001mg/L、No.2 押山川で 0.003mg/L、No.4 綱木川で

0.001mg/L 検出された。10 月調査ではチフルザミドが No.1 自害谷川及び No.2 押

山川で 0.001mg/L、テブコナゾールが No.7 大久後川で 0.001mg/L、プロピザミド

が No.1 自害谷川で 0.0044mg/L、No.2 押山川で 0.0062mg/L 検出された。 

生活環境の保全に関する環境基準項目では、6 月調査のｐＨは 7.0～7.7、ＢＯ

Ｄは 1.4mg/L 以下、ＳＳは 10mg/L 以下、ＤＯは 7.3 ㎎/L～9.3 ㎎/L、全窒素は 0.11

㎎/L～0.80 ㎎/L、全リンは 0.014～0.15mg/L、陰イオン界面活性剤は 0.03 ㎎/L 以

下であり、おおむね良好な結果であった。10 月調査はｐＨが 6.8～8.3、ＢＯＤは

1.3 ㎎/L 以下、ＳＳは 7mg/L 以下、ＤＯは 8.6 ㎎/L～10 ㎎/L、全窒素は 0.04 ㎎/L

～1.0mg/L、全リンは 0.011～0.095mg/L、陰イオン界面活性剤は 0.03 ㎎/L 以下で

あり、こちらもおおむね良好な結果であった。また、大腸菌群数についてはどち

らの調査も特に異常と思われる値は確認されなかった。



表－13　　　河川農薬調査結果

採水年月日:平成18年6月14日
地 点 番 号 No.1 No.2 No.3 No.4

採 水 場 所 自害谷川 押山川 津橋川 綱木川

採 水 時 刻 10:30 10:20 10:40 11:35

気 温 ℃ 28.0 27.0 28.0 28.0

水 温 ℃ 19.0 17.9 17.7 25.8

アセフェート mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

アゾキシストロビン mg/L 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

イミダクロプリド mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

イミノクタジン酢酸塩 mg/L 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

エトフェンプロックス mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

クロロタロニル(TPN) mg/L 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

クロロネブ mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

シメコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ダイアジノン mg/L 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

チアメトキサム mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

チオジカルブ mg/L 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満

チオファネートメチル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

チフルザミド mg/L 0.001 0.003 0.001未満 0.001

テブコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

トリフルミゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

トルクロホスメチル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

フェニトロチオン(MEP) mg/L 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

プロピコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ペンシクロン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ポリカーバメート mg/L 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満

メプロニル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ｐ Ｈ 7.1 7.0 7.0 7.4

Ｂ Ｏ Ｄ mg/L 0.7 0.5未満 0.9 1.3

Ｃ Ｏ Ｄ mg/L 4.6 3.8 3.6 4.9

Ｓ Ｓ mg/L 7 3 2 2

Ｄ Ｏ mg/L 8.1 8.1 8.8 7.3

全 窒 素 mg/L 0.58 0.52 0.38 0.56

全 リ ン mg/L 0.13 0.15 0.025 0.036

大 腸 菌 群 数 MPN/100ml 2.3×103 6.8×102 3.3×102 6.8×102

陰イオン界面活性剤 mg/L 0.02 0.02 0.02 0.03

- 32 -



No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

撫尾川 比衣川 大久後川 前沢ダム上流 大洞川 天王洞川 奥田川 大王寺川

12:20 12:30 11:25 10:55 10:10 10:05 11:55 12:05

28.5 29.0 27.0 28.0 27.0 25.0 28.5 28.5

20.1 23.9 25.0 17.2 19.0 19.1 22.5 23.5
0.001未満 0.001未満 0.002 0.001 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

7.2 7.7 7.4 7.1 7.4 7.3 7.0 7.4

0.5未満 0.8 0.6 0.5未満 0.5未満 0.5 0.6 1.4

1.7 4.0 4.1 3.6 3.0 4.6 2.6 4.2

1未満 5 4 1 2 3 3 10

7.5 8.5 7.4 7.8 7.9 7.8 7.4 9.3

0.40 0.37 0.21 0.19 0.79 0.80 0.11 0.59

0.021 0.063 0.025 0.014 0.087 0.14 0.024 0.085

1.4×103 3.9×103 1.7×103 1.1×103 1.7×103 1.3×104 3.5×103 3.5×103

0.02未満 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02未満 0.02
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表－14　　　河川農薬調査結果

採水年月日:平成18年10月18日
地 点 番 号 No.1 No.2 No.3 No.4

採 水 場 所 自害谷川 押山川 津橋川 綱木川

採 水 時 刻 9:52 9:42 10:06 11:21
気 温 ℃ 16.5 16.5 17.0 19.5
水 温 ℃ 15.9 15.4 15.9 18.8
アシュラム mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
アセフェート mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
アゾキシストロビン mg/L 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
アラクロール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
イソキサチオン mg/L 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満

イミノクタジン酢酸塩 mg/L 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
エトフェンプロックス mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
クロロタロニル(TPN) mg/L 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

シクロスルファムロン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ジチオピル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ジフェノコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
シプロコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
シメコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
チアメトキサム mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
チウラム mg/L 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

チオジカルブ mg/L 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満
チオファネートメチル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
チフルザミド mg/L 0.001 0.001 0.001未満 0.001未満
テブコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
トリクロピル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
トリフルミゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
トルクロホスメチル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ハロスルフロンメチル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
フェニトロチオン(MEP) mg/L 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

プロジアミン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
プロピコナゾール mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
プロピザミド mg/L 0.0044 0.0062 0.0008未満 0.0008未満

ペルメトリン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ペンシクロン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ペンディメタリン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ホセチル mg/L 1未満 1未満 1未満 1未満
ポリカーバメート mg/L 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満
メタラキシル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
メプロニル mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
ｐ Ｈ 7.0 6.8 7.0 7.1
Ｂ Ｏ Ｄ mg/L 0.5未満 0.5未満 0.5未満 1.3
Ｃ Ｏ Ｄ mg/L 3.0 3.0 2.0 5.8
Ｓ Ｓ mg/L 2 1 1未満 7
Ｄ Ｏ mg/L 9.1 9.2 9.1 8.6
全 窒 素 mg/L 0.77 0.92 0.40 0.51
全 リ ン mg/L 0.049 0.055 0.021 0.025
大 腸 菌 群 数 MPN/100ml 4.9×103 7.8×102 1.3×103 2.4×102

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 mg/L 0.02 0.03 0.02未満 0.03
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No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

撫尾川 比衣川 大久後川 前沢ダム上流 大洞川 天王洞川 奥田川 大王寺川

12:36 12:23 11:08 10:22 9:28 9:18 11:45 11:56
21.5 20.5 19.5 17.5 16.0 16.0 20.0 20.0
20.2 19.0 17.8 16.0 16.0 15.3 17.4 18.6
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満
0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満
0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満 0.0008未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満
0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満 0.003未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満
7.4 7.9 7.3 7.1 7.4 7.4 7.1 8.3
0.5未満 0.6 0.5 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満
1.2 3.2 4.8 3.1 3.6 4.1 2.0 3.0
1未満 2 3 1 2 3 4 5
8.8 9.1 8.8 8.9 8.9 9.5 8.8 10
0.50 0.33 0.39 0.22 1.0 0.73 0.15 0.36
0.014 0.029 0.028 0.011 0.057 0.095 0.017 0.036
2.8×104 1.7×103 3.3×10 3.3×10 1.1×103 1.3×103 1.1×103 7.9×103

0.02未満 0.02 0.03 0.02 0.03 0.02 0.02未満 0.02
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５ まとめ 

 

御嵩町のゴルフ場に近接する河川において農薬調査を実施した結果、一部の地

点で農薬の流出が認められた。農薬や陰イオン界面活性剤等の化学物質は河川の

水質のみならず、水生生物や植物の生育を含めた水環境に大きな影響を与える。 

河川水質はゴルフ場での農薬の散布状況及び降雨量等によって常に変化してい

るため、今後も継続して調査する必要があると考えられる。また、近年では指針

により監視対象になっていない物質を使用する傾向も見られ、この点にも注目し

て調査を継続したい。 

 

 

 

 

水質検査の様子（体験学習会） 



第３章　　土壌汚染調査



 - 37 - 

第３章  土壌汚染調査 
 

 土壌は、水、大気とともに環境の重要な構成要素であって、人をはじめとする生

物の生存の基盤として、また、物質循環の要として重要な役割を担っている。しか

し、土壌は水、大気と比べその構成が複雑で有害物質に対する反応も多様であり、

また、一旦汚染されるとその影響が長期にわたり持続する蓄積性の汚染となるなど、

土壌の汚染態様は水や大気とは異なる特徴を有している。 

 そこで、御嵩町内の土壌の汚染の状況を把握するため、本調査を実施した。 

 

１ 調査期日 

 

平成 18 年 8 月 11 日 

 

２ 調査場所 

 

表－15 及び図－13 に示す田 3 地点、畑 2 地点、宅地 2 地点、計 7 地点について

調査した。 

 

表－15   土壌調査地点 

地点番号 調査地区 地目 

№1 前沢地内 田 

№2 津橋地内 宅地 

№3 長岡地内 畑 

№4 送木地内 田 

№5 洞地内 宅地 

№6 野崎地内 田 

№7 新町地内 畑 
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３ 調査項目 

 

（１）調査項目 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、ひ素、総水銀、アルキル水銀、Ｐ

ＣＢ、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチ

レン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロ

ロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペ

ン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン、有機リン、ふ

っ素、ほう素、銅（農用地）及びひ素（農用地） 

  

（２）試料の採取と試料の調整 

各採取地点において、表層から 15 ㎝までの土壌を採取し、風乾後、2 ㎜のふ

るいを通過したものを混合して試料とした。 

  

（３）検液の調整 

土壌汚染に係る環境基準について（平成 3 年 8 月 23 日 環境庁告示第 46 号）

による。 

 

（４）分析方法     

環境庁告示第 64 号（S.49.9.30）、JIS K 0102、JIS K 0125、環境庁告示第 59

号（S.46.12.28）、農用地は総理府令第 31 号(S.50.4.8)、総理府令第 66 号

(S.47.10.27)による。 

 

４ 調査結果及び考察 

 

土壌の汚染に係る環境基準は表－16 に示すとおりである。今年度の土壌の分析

結果は表－17 及び表－18 に示すとおりである。 

土壌環境を保全するためには、環境法令の遵守により、汚染の未然防止に努め

ることが重要である。しかし、事業活動その他の活動に伴い、土壌の汚染が生じ

る場合には、これが蓄積性の汚染となることから、汚染状態を解消するためには

有害物質の除去、無害化などの対策が必要である。土壌の汚染状態の有無を判断

する基準として、また、汚染土壌に係る改善対策を講ずる際の目標となる基準と
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して環境基準が定められている。 

  今回の調査の結果、鉛が No.5 洞地内（宅地）及び No.6 野崎地内（田）、ふっ素

が№2 津橋地内（宅地）及び No.3 長岡地（畑）を除く全ての地点、ほう素は№2

津橋地内（宅地）を除く全ての地点でそれぞれ検出された。しかし、いずれの項

目も環境基準未満で土壌の汚染は認められなかった。 

 

 

 

土壌の採取 

 

 

土壌中のカドミウムの分析 



　（単位：㎎/L）

カドミウム 検液1Lにつき0.01㎎以下であり、かつ、農用地においては、
米1㎏につき1㎎未満であること。

全シアン 検液中に検出されないこと。

有機リン 検液中に検出されないこと。

鉛 検液1Lにつき0.01㎎以下であること。

六価クロム 検液1Lにつき0.05㎎以下であること。

ひ素 検液1Lにつき0.01㎎であり、かつ、農用地（田に限る。）に
おいては、土壌1㎏につき15㎎未満であること。

総水銀 検液1Lにつき0.0005㎎以下であること。

アルキル水銀 検液中に検出されないこと。

ＰＣＢ 検液中に検出されないこと。

銅 農用地（田に限る。）において、土壌1㎏につき125㎎未満で
あること。

ジクロロメタン 検液1Lにつき0.02㎎以下であること。

四塩化炭素 検液1Lにつき0.002㎎以下であること。

1,2－ジクロロエタン 検液1Lにつき0.004㎎以下であること。

1,1－ジクロロエチレン 検液1Lにつき0.02㎎以下であること。

シス-1,2-ジクロロエチレン 検液1Lにつき0.04㎎以下であること。

1,1,1－トリクロロエタン 検液1Lにつき1㎎以下であること。

1,1,2－トリクロロエタン 検液1Lにつき0.006㎎以下であること。

トリクロロエチレン 検液1Lにつき0.03㎎以下であること。

テトラクロロエチレン 検液1Lにつき0.01㎎以下であること。

1,3－ジクロロプロペン 検液1Lにつき0.002㎎以下であること。

チウラム 検液1Lにつき0.006㎎以下であること。

シマジン 検液1Lにつき0.003㎎以下であること。

チオベンカルブ 検液1Lにつき0.02㎎以下であること。

ベンゼン 検液1Lにつき0.01㎎以下であること。

セレン 検液1Lにつき0.01㎎以下であること。

ふっ素 検液1Lにつき0.8㎎以下であること。

ほう素 検液1Lにつき1㎎以下であること。

ダイオキシン類 1,000pg-TEQ/g以下であること。

項目 環境基準

表－16　　　土壌の汚染に係る環境基準　　　　　　　
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(単位：mg/L)

№１ №４ №６ №３ №７ №２ №５

カ ド ミ ウ ム mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

全 シ ア ン mg/L 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

鉛 mg/L 0.005未満 0.005未満 0.009 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.008

六 価 ク ロ ム mg/L 0.04未満 0.04未満 0.04未満 0.04未満 0.04未満 0.04未満 0.04未満

ひ 素 mg/L 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

総 水 銀 mg/L 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

ア ル キ ル 水 銀 mg/L 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

Ｐ Ｃ Ｂ mg/L 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン mg/L 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

四 塩 化 炭 素 mg/L 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

1,2- ジ ク ロ ロ エ タ ン mg/L 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

1,1- ジ ク ロ ロ エ チ レ ン mg/L 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

シス‐1,2‐ジクロロエチレン mg/L 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

1,1,1- ト リ ク ロ ロ エ タ ン mg/L 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,1,2- ト リ ク ロ ロ エ タ ン mg/L 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン mg/L 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン mg/L 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,3- ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン mg/L 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

チ ウ ラ ム mg/L 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

シ マ ジ ン mg/L 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

チ オ ベ ン カ ル ブ mg/L 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ベ ン ゼ ン mg/L 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

セ レ ン mg/L 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

有 機 リ ン mg/L 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ふ っ 素 mg/L 0.3 0.3 0.2 0.1未満 0.1 0.1未満 0.1

ほ う 素 mg/L 0.07 0.02 0.05 0.02 0.02 0.02未満 0.03

表－17　　　土壌汚染調査結果

田 畑 宅地
調 査 地 点
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表－18   土壌分析結果（農用地に係るもの） 

地目 調査地点 
ひ素 

（㎎/㎏） 

銅 

（㎎/㎏） 

№1 0.93 7.9 

№4 0.64 5.2 田 

№6 0.85 8.5 

 

５ まとめ 

 

  土壌汚染の原因となる有害物質は、原材料の漏出や廃棄物の埋め立て等により

土壌に直接混入する場合のほか、事業活動等による水質汚濁や大気の汚染を通じ

て二次的に土壌中に負荷される場合がある。一方、環境に対する影響としては、

土壌汚染から有害物質が溶出し、地下水及び公共用水域を汚染することが懸念さ

れる。今回の調査では、ほとんどの地点でふっ素及びほう素が検出されたが、い

ずれも環境基準は超過するものではなかった。また、その他の項目についても、

いずれも検出事例は見られず、結論的に土壌汚染は認められなかった。また、ひ

素及び銅の農用地に係る項目についても環境基準未満で良好な結果であった。 

なお、今後も汚染状況の確実な把握を期すため、継続性を持たせた調査の続行

が必要であると考えられる。 
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第４章　　環境大気調査
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第４章  環境大気調査 
 

大気汚染は、工場、事業場などの固定発生源からのばい煙、粉じん、あるいは

自動車等の移動発生源からの排出ガスなどにより引き起こされる。そこで、代表

的な汚染物質として二酸化硫黄、二酸化窒素及び降下ばいじんについて環境大気

調査を行った。 

 

１ 調査期日 

 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月までの毎月、計 12 回 

 

２ 調査場所 

 

二酸化硫黄及び二酸化窒素は表－19 及び図－14 に示す 4 ヶ所、降下ばいじん

は表－20 及び図－15 に示す 10 ヶ所につき実施した。 

 

表－19   二酸化硫黄及び二酸化窒素調査地点 

調査地点 調査場所 

№1 上之郷小学校 

№2 長谷ホンプ場 

№3 御嵩小学校 

№4 伏見小学校 

 

 

表－20   降下ばいじん調査場所 

調査地点 調査場所 調査地点 調査場所 

№1 美岳カントリークラブ №6 御嵩町役場 

№2 前沢ダム №7 中公民館 

№3 上之郷小学校 №8 古屋敷公民館 

№4 稲荷神社 №9 旧顔戸保育所 

№5 鬼岩自動車学校 №10 東濃実業高等学校 
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３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）調査項目 

二酸化硫黄、二酸化窒素及び降下ばいじん 

 

（２）分析方法 

二酸化硫黄及び二酸化窒素は、トリエタノールアミンろ紙法による。降下

ばいじんは、ダストジャー法による。 

 

４ 調査結果 

 

二酸化硫黄及び二酸化窒素に係る環境基準は表－21 に示すとおりである。二

酸化硫黄及び二酸化窒素の調査結果は表－22 及び表－23、降下ばいじんの調査

結果は表－24 に示すとおりである。大気質の変動のグラフは図－16 及び図－17

に示すとおりである。また、参考資料として平成 17 年岐阜県環境白書より降下

ばいじんの測定結果を表－25、平成 14 年度御嵩町環境汚染総合調査報告書より

環境大気の測定結果を表－26 及び表－27 に示す。 

 

表－21   二酸化硫黄及び二酸化窒素に係る環境基準 

項目 環境基準 

二酸化硫黄 

（SO2） 

1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、

1 時間値が 0.1ppm であること。 

二酸化窒素 

（NO2） 

1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までの

ゾーン以内又はそれ以下であること。 

 

硫黄酸化物は、大気汚染物質の中でも代表的な物質で、主として重油等石油

系燃料の硫黄分の燃焼酸化により発生するものである。二酸化硫黄は、硫黄酸

化物の内で大気中にもっとも多く存在し、粘膜質、特に気道に対して刺激作用

がある物質である。 

窒素酸化物は、「物」の燃焼に伴い、空気中の窒素が酸化されてできるものと

燃料中に含まれている窒素化合物が酸化されてできるものとがあり、発生源と
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しては工場、事業場のばい煙発生施設及び自動車などがある。二酸化窒素は燃

焼過程でできた一酸化窒素が大気中で酸素と結合してできるもので、二酸化硫

黄同様刺激性の強い物質である。 

降下ばいじんは、大気中の粒子状物質のうち、重力または雨によって降下す

るばいじん、粉じんなどである。 

今回の調査の結果、二酸化硫黄、二酸化窒素及び降下ばいじんともに、いず

れの地点でも平成 14 年度の結果と比較して、大きな変化はなくほぼ同じ結果で

あった。降下ばいじんは、№2 前沢ダムの 7 月だけが他の月に比べてやや値が高

かったが、原因は不明である。しかし、それ以外の月では安定した結果であっ

た。降下ばいじんは、環境基準がないが、岐阜県による降下ばいじん測定結果

と比較すると全般的に低い値を示しており良好な結果であった。 

 

 

 

降下ばいじんの採取（御嵩町役場屋上）



表－ 22 二酸化硫黄測定結果

調査地点 調　査　場　所 4月 5月 6月 7月

№1 上 之 郷 小 学 校 4 4 5 7

№2 長 谷 ポ ン プ 場 3 6 4 6

№3 御 嵩 小 学 校 8 5 4 6

№4 伏 見 小 学 校 8 11 6 8

表－ 23 二酸化窒素測定結果

調査地点 調　査　場　所 4月 5月 6月 7月

№1 上 之 郷 小 学 校 95 87 78 56

№2 長 谷 ポ ン プ 場 80 88 69 58

№3 御 嵩 小 学 校 110 81 77 67

№4 伏 見 小 学 校 95 110 83 78

表－ 24 降下ばいじん測定結果

調査地点 調　査　場　所 4月 5月 6月 7月

№1 美 岳カントリークラブ 1.4 3.1 1.5 1.5

№2 前 沢 ダ ム 1.7 3.1 2.5 10.5

№3 上 之 郷 小 学 校 2.7 2.9 2.4 1.2

№4 稲 荷 神 社 8.1 7.2 5.6 6.6

№5 鬼 岩 自 動 車 学 校 2.9 2.3 1.7 0.9

№6 御 嵩 町 役 場 2.3 2.2 1.4 1.0

№7 中 公 民 館 4.1 2.1 2.6 1.5

№8 古 屋 敷 公 民 館 2.6 1.4 2.7 0.8

№9 旧 顔 戸 保 育 所 3.6 4.6 2.8 0.6

 №10 東 濃 実 業 高 等 学 校 3.2 5.2 3.1 3.6
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(単位:μgSO2/日/100cm
2TEA)

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均値

6 7 6 7 5 6 5 2 5

4 6 5 8 6 9 11 6 6

3 10 6 5 8 10 13 7 7

3 9 7 6 8 9 11 6 8

(単位:μgNO2/日/100cm
2TEA)

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均値

67 44 54 48 59 82 61 73 67

64 45 48 46 64 74 72 74 65

79 58 62 62 68 98 87 93 79

81 46 75 65 89 89 96 100 84

(単位:t/km2/月)

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均値

1.2 1.2 0.1 3.1 0.3 1.0 1.3 1.5 1.4

1.3 1.3 0.2 －注 0.3 0.4 1.1 1.8 2.2

1.6 1.2 1.2 1.2 0.6 0.4 1.5 1.9 1.6

1.9 6.8 3.7 4.6 4.6 3.1 5.8 7.2 5.4

6.2 1.2 1.5 1.4 1.2 1.0 1.2 2.4 2.0

0.9 1.0 0.1 0.8 0.5 0.6 1.1 1.5 1.1

0.6 1.9 0.4 0.6 1.5 0.5 1.1 1.0 1.5

1.4 2.0 1.1 0.7 1.8 1.7 1.2 2.5 1.7

1.6 2.0 1.0 1.1 1.3 1.9 2.1 0.8 2.0

3.5 2.2 1.6 0.8 1.4 1.7 2.7 2.7 2.6

注：－は試料容器中に大量の土が混入しており、分析不可能な状態であったため、

　　データなしとする。

- 51 -



図－16 大気質の変動
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図－17 大気質の変動
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表－25　　　降下ばいじん測定結果          

(単位：t/km2/月)

最高値

大垣市役所(丸の内) 3.0 6.6 6 月

事業所ビル（神田町） 3.9 5.5 3 月

中川変電所 4.7 9.3 11 月

中曽根保育園 5.4 7.4 12 月

個人宅(赤坂町） 12.6 18.2 12 月

事業所住宅(昼飯町） 5.9 11.6 11 月

事業所アパート(赤坂町） 7.8 11 2 月

赤坂地区センター駐車場 4.9 7.7 3 月

個人宅(赤坂町） 11.5 18.8 1 月

個人宅(南市橋町） 12.9 19.2 2 月

本今公民館 3.6 5.6 6 月

個人事業所(深池町） 3.7 5.7 4 月

山口地内 3.4 6.1 5 月

向道地内 2.6 6 4 月

南原地内 2.4 4.3 11 月

居住地内 2.0 3.6 4 月

下河原地内 2.2 4.1 11 月

中河原地内 2.3 3.6 5 月

大洞地内 2.0 4.1 7 月

石神地内 2.2 3.7 5 月

（平成17年岐阜県環境白書）

月間値

最高月
実施主体 年平均値

大垣市

本巣町

測定地点
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表－26　　　二酸化硫黄及び二酸化窒素の測定結果

（平成14年5月～平成15年3月の平均値）

二酸化硫黄 二酸化窒素

(μgSO2/日/100cm
2TEA) (μgNO2/日/100cm

2TEA)

№1 上之郷小学校

№2 長谷ポンプ場

№3 御嵩小学校

№4 伏見小学校

（平成14年度御嵩町環境汚染総合調査報告書）

表－27　　　降下ばいじんの測定結果

（平成14年5月～平成15年3月の平均値）

降下ばいじん

(単位:t/km2/月)

№1

№2

№3

№4

№5

№6

№7

№8

№9

№10

（平成14年度御嵩町環境汚染総合調査報告書）

鬼岩自動車学校

御嵩町役場

中公民館

美岳カントリークラブ

調査場所

5

5

7

古屋敷公民館

1.2

1.1

0.8

1.7前沢ダム

上之郷小学校

稲荷神社

1.0

2.4

旧顔戸保育所

東濃実業高等学校

調査地点 調査場所

調査地点

1.1

1.1

2.9

1.0

6

85

72

92

99

- 55 -
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５ まとめ 

 

御嵩町内において、二酸化硫黄及び二酸化窒素については 4 地点、降下ばい

じんについては 10 地点につき、平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月まで毎月調査

を実施した。 

その結果、二酸化硫黄、二酸化窒素及び降下ばいじんについて、いずれも特

に問題となるような測定結果は認められず、良好な結果であった。大気汚染物

質は工場、事業場のばい煙施設及び自動車から日常的に大気中に放出されてい

るため、今回の調査結果にとどまらず、今後も継続して調査することが不可欠

と考えられる。 

 

 

 

降下ばいじんの分析の様子 



第5章　　名水水質調査
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第５章  名水水質調査 
 

 環境省の「名水百選」には岐阜県から養老の滝・菊水泉、宗祇水、長良川中流域

の３カ所が選定されたが、これら以外にも岐阜県には「名水」が数多く存在してお

り、岐阜県の名水として 50 カ所が選定されている。これら 50 カ所には御嵩町内の

「一呑の清水」及び「唄清水」も選定されている。そこで、これら名水の水質保全

のため水質調査を実施した。 

 

１ 調査期日 

 

平成 18 年 6 月 8 日 

平成 18 年 10 月 18 日 

 

２ 調査場所 

 

   図－18 に示す「一呑の清水」及び「唄清水」の 2 カ所で調査した。 

 

３ 調査項目及び分析方法 

 

（１）分析項目 

 

   水道法に基づく定期検査の他に、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、全窒素、全

リン、アンモニア性窒素、残留塩素及び大腸菌群数について実施した。 

 

（２）分析方法 

 

   厚生労働省告示第 261 号（H15.7.22）、環境庁告示第 59 号（S46.12.28）及び

JIS K 0102 によった。 
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４ 調査結果 

 

 水道法で定められている水質基準項目のうち、今回実施した 11 項目についての

基準値は表－28 に示すとおりである。参考として農業（水稲）用水基準を表－29

に示す。今年度の名水水質分析結果は表－30 に示すとおりである。 

水質調査の結果、一呑の清水と唄清水とも全ての調査で一般細菌が基準値を超

えて検出されたため、飲料水としては不適と判断された。その他の項目について

は水質基準を満足していた。また、水道法に基づく定期検査以外の項目について

は、唄清水の 2 回の調査でも全窒素が農業用水基準で 1 ㎎/L 以下のところ 2.6mg/L

及び 2.4mg/L であり、高い値を示した。その他の項目についてはいずれも低い値

で良好な結果であった。 

 

表－28   水道水の水質基準 

検 査 項 目 水質基準 

  臭 気 異常でないこと 

  味 異常でないこと 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 ㎎/L 以下 

塩化物イオン 200 ㎎/L 以下 

有機物 
（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 

5 ㎎/L 以下 

鉄及びその化合物 0.3 ㎎/L 以下 

色 度 5 度以下 

濁 度 2 度以下 

一般細菌 1ml 中の集落数 100 以下 

大腸菌 検出されないこと 

ｐ Ｈ 値 5.8～8.6 
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表－29   農業（水稲）用水基準 

検 査 項 目 水質基準 

ｐＨ（水素イオン濃度） 6.0～7.5 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 6 mg/L 以下 

ＳＳ（浮遊物質） 100 mg/L 以下 

ＤＯ（溶存酸素） 5 mg/L 以上 

Ｔ－Ｎ（全窒素濃度） 1 mg/L 以下 

ＥＣ（電気伝導度） 0.3 mS/cm 以下 

Ａｓ(ひ素) 0.05 mg/L 以上 

Ｚｎ（亜鉛） 0.5 mg/L 以上 重金属 

Ｃｕ(銅) 0.02mg/L 以上 

 

 

 

岐阜の名水 一呑の清水
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表－30   名水水質分析結果 

採 水 場 所 一呑の清水 唄清水 

採 水 年 月 日 H18. 6. 8 H18.10.18 H18. 6. 8 H18.10.18 

採 水 時 刻 9：10 10：50 10：00 10：40 

気 温   （℃） 22.5 18.0 21.0 17.0 

水 温   （℃） 14.0 14.7 14.0 15.1 

ｐ Ｈ 値  7.0 6.8 6.4 6.2 

硝酸態窒素及び 
亜硝酸態窒素（㎎/L） 

0.1 0.1 2.6 2.4 

塩 化 物 イ オ ン （㎎/L） 1.3 1.4 2.4 2.4 

有 機 物 等 
(全有機炭素(TOC)の量)（㎎/L） 

0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 

鉄及びその化合物（㎎/L） 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満 

臭 気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 

    味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 

色 度   （度） 0.7 0.6 0.5 0.7 

濁 度  （度） 0.2 0.1 0.1 未満 0.7 

一 般 細 菌（CFU/ml） ＊140 ＊120 ＊120 ＊130 

大 腸 菌 陰性 陰性 陰性 陰性 

Ｂ Ｏ Ｄ  （㎎/L） 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 

Ｃ Ｏ Ｄ  （㎎/L） 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 

Ｓ Ｓ  （㎎/L） 1 1 未満 1 1 

Ｄ Ｏ  （㎎/L） 9.1 9.2 8.7 6.6 

全 窒 素 （㎎/L） 0.12 0.08 2.6 2.4 

全 リ ン （㎎/L） 0.039 0.040 0.009 0.013 

アンモニア性窒素（㎎/L） 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 

残 留 塩 素 （㎎/L） 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満 

大腸菌群数（MPN/100ml） 68 78 33 260 

  注） ＊は飲料水の基準値を超過している。  
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５ まとめ 

 

名水に選定されるということは、「安全でおいしい水」という誤解を受けやすいが

選定にあたっては、そのままで飲用が可能かどうかという点については考慮されて

いない。そのため、水質検査を実施し、その水質について飲用できるか判断する必

要がある。 

今回の調査では御嵩町の「一呑の清水」及び「唄清水」についての調査を実施し

たところ、各 2 回の調査いずれも飲用不適と評価された。しかし、昨年は唄清水の

み飲用不適と評価されている。このことでも分かるように地下水は環境の変化など

により汚染を受けるなど変動が大きいと考えられることから、水質については定期

継続的に調査を実施する必要がある。また、細菌汚染等により飲用不可となった場

合は、その取り扱いについては十分注意し、直接生水での飲用は避けるよう注意を

促していく必要がある。 

 

 

 

水質検査の様子（体験学習会） 



第6章　　総括
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第６章  総括 
 

本年度は、河川水質調査、河川農薬調査、土壌汚染調査、環境大気調査及び名水

水質調査を実施した。 

町内を流れる本流の水質の状況は、過去 5 年間ほとんど変化がなく、大腸菌群数

以外は指定されたＢ類型の環境基準値をほぼ満足しており、良好な状況が維持され

ていると考えられる。 

 支流の水質は、平芝川及び比衣川が他の河川と比較して、全窒素及び全リンがや

や高く、生活排水などの影響が考えられる。また、津橋川、撫尾川及び比衣川では

河川農薬調査で上流、河川水質調査で下流のＢＯＤ調査を行っており、これらをま

とめた結果を表－31 に示す。各河川の上流地点と下流地点の値を比較すると、津橋

川では問題は認められないが、撫尾川、比衣川では、上流部は良好であるのに対し、

下流ではやや値が高くなる傾向が認められた。このことから、ゴルフ場からの農薬

等の汚染よりも家庭等の生活系排水による影響が大きいと考えられる。しかし、今

回の調査では、一部のゴルフ場から極低濃度ではあるが農薬の流出が見られたため、

今後も継続して監視していきたい。 

  

表－31   津橋川、撫尾川及び比衣川の上流、下流のＢＯＤ値の比較 

調査地点 津橋川 撫尾川 比衣川 

上流 0.7 ㎎/L 0.5 ㎎/L 未満 0.7 ㎎/L 

下流 0.6 ㎎/L 1.6 ㎎/L 2.8 ㎎/L 

※上流：河川農薬調査年 2 回の平均値 

※下流：河川水質汚濁調査年 4 回の 75％値 

  

また、土壌汚染調査及び環境大気調査については、特に問題になる値はなく良好

な結果であった。しかし、いったん土壌汚染が発生するとその影響は長期に渡る性

質のものであること、大気は原因物質が日常的に排出されていることなどから、今

後も継続して調査を続行する必要があると思われる。 

名水調査では 2 地点とも一般細菌数の基準超過越えにより飲用不適となり、生水

の飲用は避けるなどその取扱に注意したい。 

水質、土壌、大気、騒音、振動及び悪臭等の状況については、各種法令及び環境
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基準の遵守を念頭に、継続的な改善を図り、「御嵩町環境基本計画」で目指す「自然

と共生し 歴史・文化を未来にひきつぐ 里山のまち みたけ」を実現するために、

町民、行政及び事業者が一体となり快適な生活環境の創生を図ることが必要である。 



付録



 

付録１ 

夏休み 御嵩町体験学習会 

 

毎年、夏休みには環境保全課の主催で、財団法人岐阜県公衆衛生検査センター職員

の講師による「体験学習会」を開催しています。御嵩町内の可児川の水質を知るため

に、町のバスに乗って御嵩町内の可児川の上流、中流、下流の 3 ヶ所の水を採りに行

き、役場に戻って簡単な水質検査を実施しました。また、自分の家庭から出る生活排

水を持ち寄り、可児川の水質と比べてみました。 

平成 18 年度は 7 月 26 日に開催され、4 組 11 名の親子に参加いただきました。

参加者は 3 班に別れて、それぞれ検査を経験しました。検査の結果、御嵩町内の可児

川の水質は「Ｂ：少し汚れた水」～「D：大変汚れた水」と判定されました。 

 

（１）体験学習会の様子 

 



 

 

 

 



 

みんなの身近

みじか

な可児

か に

川

がわ

に行って

い

水 質 調査

すいしつちょうさ

をしてみよう。現 在

げんざい

の可児

か に

川

がわ

の様子

ようす

を見

み

て、

これからの自然保護

しぜんほご

について 考

かんが

えよう。 

（２）体験学習会資料 

平成
へいせい

１８年
ねん

7月
がつ

26日
にち

 御嵩町
みたけちょう

体験学習
たいけんがくしゅう

資料
しりょう

 

 

 

 

●現地調査
げんちちょうさ

                 

① 気温
きおん

 

棒温度計
ぼうおんどけい

ではかります。水
みず

をとる場所
ばしょ

で日
ひ

かげの風
かぜ

とおしのよいところで棒温度計
ぼうおんどけい

を

目
め

の高
たか

さくらい(地上
ちじょう

1 m
メートル

くらい)にしてよみとります。 (たんい：℃
ど

) 

 

② 水温
すいおん

 

棒温度計
ぼうおんどけい

ではかります。川
かわ

のながれのあるところで水
みず

に棒温度計
ぼうおんどけい

を入
い

れてはかります。

(たんい：℃
ど

) 

 

③ 見
み

た目
め

、におい 

川
かわ

の水
みず

をビーカーにとり、色
いろ

やゴミがあるかなどの見
み

た目
め

とにおいをかんさつします。 

 

④ 川の様子
ようす

 

川
かわ

のようすは川底
かわぞこ

の石
いし

をかんさつします。「どろ」「すな」「小石
こいし

」「何
なん

㎝
センチメートル

くらい

の石
いし

」というように 表 現
ひょうげん

します。そのほかに気付
き づ

いたことも何
なん

でもメモしましょう。 

 

 



 

 

⑤ D O
ディーオー

(溶存酸素
ようぞんさんそ

) 

水 中
すいちゅう

にとけこんでいる酸素
さんそ

の 量
りょう

をしめします。 

D O
ディーオー

メーターをつかってはかります。センサーを 水 中
すいちゅう

に入
い

れ、やさしくまわして出
で

た

数
すう

値
ち

をきろくします。数値
すうち

が大
おお

きい方
ほう

がきれいな水
みず

です。  (たんい： m g / L
ミリグラムパーリットル

) 

 

●室 内
しつない

測 定
そくてい

 

⑥ 透視度
と う し ど

 

水
みず

のにごりをしめすもので数値
すうち

が大
おお

きいほどきれい

な水
みず

です。 

透視度計
とうしどけい

に水
みず

を入
い

れ上
うえ

からのぞきながら下
した

のコック

をあけます。そこの 二重十字
にじゅうじゅうじ

がはっきり見
み

えたら 

コックをとめ、めもりをよみとります。 (たんい：度
ど

) 

 

 

 

 

 

 

⑦ 濁度
だくど

 

濁度
だくど

計
けい

をつかい、水
みず

のにごりをはかります。測定
そくてい

用
よう

の容器
よ う き

に水
みず

を入
い

れ、｢READ｣ボタンをおし、出
で

た数
すう

値
ち

をよみとり

ます。数値
すうち

が小
ちい

さい方
ほう

がきれいな水
みず

です。 

  (たんい： m g / L
ミリグラムパーリットル

) 濁度
だ く ど

 



 

 

⑧ p H
ペーハー

 (水素
すいそ

イオン濃度
のうど

)  

水
みず

が酸 性
さんせい

、 中 性
ちゅうせい

、アルカリ性
せい

かをしらべるものです。 

ふつうは 中性
ちゅうせい

ですが、きたない水
みず

など流
なが

れこむ水
みず

によってかわることがあります。パ

ックテストを使
つか

ってはかります。 

 

⑨ ＣＯＤ
シーオーディ

 (化学的
かがくてき

酸素
さんそ

要求量
ようきゅうりょう

） 

水
みず

に含
ふく

まれている汚
よご

れを調
しら

べるものです。数値
すうち

が小
ちい

さい方
ほう

がきれいな水
みず

です。きれい

な川
かわ

は３ mg/L
ミリグラムパーリットル

以下
い か

くらいです。工
こう

場
じょう

排
はい

水
すい

では 160 mg/L
ミリグラムパーリットル

以
い

下
か

と基
き

準
じゅん

が

決
き

まっています。パックテストを使
つか

ってはかります。（たんい： m g / L
ミリグラムパーリットル

）  

レモンのしぼり汁
じる

など    ふつうの川の水     せっけん水など 

酸性
さんせい ちゅうせい

中性  アルカリ
せい

性 

pH１         pH７        pH14 

①チュ-ブの先
さき

のラ

インを抜
ぬ

きます 

②指
ゆび

で押
お

して中
なか

の

空
くう

気
き

を追
お

い出
だ

しま

す

③ 水
みず

の 中
なか

に入
い

れ

て 半
はん

分
ぶん

く ら い

水
みず

を吸
す

い込
こ

むま

で待
ま

ちます 

④5分
ふん

くらい待
ま

った

ら、 標
ひょう

準 色
じゅんしょく

の

上
うえ

に置
お

いて 1番
ばん

似
に

ている色
いろ

の数値
す う ち

を

よみとります 



御
嵩

町
み

た
け

ち
ょ

う

　
水

質
す

い
し

つ

調
査

ち
ょ

う
さ

結
果

け
っ

か

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

　
　

　
　

　
御

嵩
み

た
け

町ち
ょ

う 　
可

児
か

に

川が
わ

調
査

ち
ょ

う
さ

し
た

人ひ
と

の
名な

前ま
え

①

ち
ょ

う
さ

ば
し

ょ
名

て
ん

き

き
お

ん
(℃

)

す
い

お
ん

(℃
)

川
の

よ
う

す

D
O

（
m

g
/
L
）

9
.6

ひ
ょ

う
か

Ａ
9

.4
ひ

ょ
う

か

Ａ
ひ

ょ
う

か
ひ

ょ
う

か

と
う

し
ど

（
ど

）
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

B
3

4
ひ

ょ
う

か

C
2

.5
ひ

ょ
う

か

D

だ
く

ど
（

m
g
/
L
）

1
0

.4
5

ひ
ょ

う
か

C
7

.5
ひ

ょ
う

か

B
1

0
.3

1
ひ

ょ
う

か

C
1

2
.7

ひ
ょ

う
か

C
8

.1
7

ひ
ょ

う
か

B
2

0
6

ひ
ょ

う
か

D

p
H

ぺ
ー

は
ー

7
.0

ひ
ょ

う
か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
8

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
6

.0
ひ

ょ
う

か

D

Ｃ
Ｏ

Ｄ
し

ー
お

ー
で

ぃ （
m

g
/
L
）

①
調

査
ち

ょ
う

さ

の
結

果
け

っ
か

を
記

録
き

ろ
く

し
ま

し
ょ

う
。

②
河

川
か

せ
ん

の
評

価
ひ

ょ
う

か

の
表ひ

ょ
う を

見
て

あ
て

は
ま

る
ラ

ン
ク

（
A

～
D

）
を

ひ
ょ

う
か

と
こ

ろ
に

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

し
ょ

う
。

③
「

ぜ
ん

た
い

の
は

ん
て

い
」

の
と

こ
ろ

は
ひ

ょ
う

か
の

中
で

1
番ば

ん

低ひ
く

か
っ

た
も

の
を

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

す
。

白
い

せ
っ

け
ん

の
に

お
い

が
す

る

８
以

上
８

以
上

８
以

上
5

0
以

上
１

０
０

以
上

流
れ

が
お

そ
い

、
水

が
少

な
い

晴
れ

２
７

℃

 
茶

色
く

て
き

た
な

い

も
の

に
お

い
が

す
る

晴
れ

晴
れ

２
９

℃

２
２

℃

か
て

い
か

ら
出

る
は

い
水

水
の

し
ゅ

る
い

食
器

洗
い

の
水

風
呂

の
水

石
森

橋
鬼

岩
橋

石
森

橋

河
川

か
せ

ん

水す
い

ろ
過か

前ま
え

ろ
過か

後ご

調
査

日
ち

ょ
う

さ
び

　
　

　
平

成
へ

い
せ

い

　
1

8
  
年ね

ん

　
7

 月が
つ

　
2

6
 日に

ち

ぜ
ん

た
い

の
は

ん
て

い

見
た

目

に
お

い

鬼
岩

橋

流
れ

が
速

い
、

音
が

大
き

い

C

８
以

上

１
６

℃

晴
れ

Ｂ
Ｃ

Ｃ
D

C

も
の

に
お

い
が

す
る

少
し

に
ご

っ
て

い
る

財
団

法
人

岐
阜

県
公

衆
衛

生
検

査
セ

ン
タ

ー



御
嵩

町
み

た
け

ち
ょ

う

　
水

質
す

い
し

つ

調
査

ち
ょ

う
さ

結
果

け
っ

か

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

　
　

　
　

　
御

嵩
み

た
け

町ち
ょ

う 　
可

児
か

に

川が
わ

調
査

ち
ょ

う
さ

し
た

人ひ
と

の
名な

前ま
え

②

ち
ょ

う
さ

ば
し

ょ
名

て
ん

き

き
お

ん
(℃

)

す
い

お
ん

(℃
)

川
の

よ
う

す

D
O

（
m

g
/
L
）

9
.4

ひ
ょ

う
か

Ａ
8

.8
ひ

ょ
う

か

Ａ
ひ

ょ
う

か
ひ

ょ
う

か

と
う

し
ど

（
ど

）
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
1

ひ
ょ

う
か

D
1

0
.5

ひ
ょ

う
か

D

だ
く

ど
（

m
g
/
L
）

9
.2

9
ひ

ょ
う

か

B
8

.5
3

ひ
ょ

う
か

B
1

4
.2

ひ
ょ

う
か

C
1

0
.5

ひ
ょ

う
か

C
不

可
　

×
1

0
0

　
8

4
4

0
ひ

ょ
う

か

超
汚

い
6

1
.2

ひ
ょ

う
か

D

p
H

ぺ
ー

は
ー

7
.0

ひ
ょ

う
か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
6

.0
ひ

ょ
う

か

D
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ

Ｃ
Ｏ

Ｄ
し

ー
お

ー
で

ぃ （
m

g
/
L
）

①
調

査
ち

ょ
う

さ

の
結

果
け

っ
か

を
記

録
き

ろ
く

し
ま

し
ょ

う
。

②
河

川
か

せ
ん

の
評

価
ひ

ょ
う

か

の
表ひ

ょ
う を

見
て

あ
て

は
ま

る
ラ

ン
ク

（
A

～
D

）
を

ひ
ょ

う
か

と
こ

ろ
に

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

し
ょ

う
。

③
「

ぜ
ん

た
い

の
は

ん
て

い
」

の
と

こ
ろ

は
ひ

ょ
う

か
の

中
で

1
番ば

ん

低ひ
く

か
っ

た
も

の
を

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

す
。

 

晴
れ

１
６

．
５

℃

晴
れ

２
８

℃

２
２

℃

８
以

上
８

以
上

８
以

上
１

０
０

以
上

水
量

が
多

い

灰
色

で
す

ご
く

き
た

な
い

晴
れ

か
て

い
か

ら
出

る
は

い
水

水
の

し
ゅ

る
い

ど
ろ

水
（

ろ
過

後
）

ど
ろ

水
石

森
橋

鬼
岩

橋
石

森
橋

河
川

か
せ

ん

水す
い

ろ
過か

前ま
え

ろ
過か

後ご

調
査

日
ち

ょ
う

さ
び

　
　

　
平

成
へ

い
せ

い

　
1

8
  
年ね

ん

　
7

 月が
つ

　
2

6
 日に

ち

ぜ
ん

た
い

の
は

ん
て

い

見
た

目

に
お

い

鬼
岩

橋

流
れ

が
は

や
い

・
音

が
す

ご
い

Ｂ

８
以

上

晴
れ

２
７

℃

Ｂ
Ｃ

Ｃ
Ｄ

Ｄ

1
3

流
れ

が
速

い
も

が
た

く
さ

ん
あ

る
き

た
な

い
水

が
お

お
く

な
っ

て
い

る

土
・

も
の

に
お

い
上

流
と

お
な

じ
に

お
い

土
の

に
お

い
な

ど

財
団

法
人

岐
阜

県
公

衆
衛

生
検

査
セ

ン
タ

ー



御
嵩

町
み

た
け

ち
ょ

う

　
水

質
す

い
し

つ

調
査

ち
ょ

う
さ

結
果

け
っ

か

調
査

ち
ょ

う
さ

場
所

ば
し

ょ

　
　

　
　

　
御

嵩
み

た
け

町ち
ょ

う 　
可

児
か

に

川が
わ

調
査

ち
ょ

う
さ

し
た

人ひ
と

の
名な

前ま
え

③

ち
ょ

う
さ

ば
し

ょ
名

て
ん

き

き
お

ん
(℃

)

す
い

お
ん

(℃
)

川
の

よ
う

す

D
O

（
m

g
/
L
）

9
.6

ひ
ょ

う
か

Ａ
9

.3
ひ

ょ
う

か

Ａ
ひ

ょ
う

か
ひ

ょ
う

か

と
う

し
ど

（
ど

）
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
5

0
ひ

ょ
う

か

Ａ
0

.5
ひ

ょ
う

か

D

だ
く

ど
（

m
g
/
L
）

3
.6

9
ひ

ょ
う

か

B
7

.5
4

ひ
ょ

う
か

B
1

1
.8

ひ
ょ

う
か

C
1

0
.9

5
ひ

ょ
う

か

C
2

9
5

0
0

ひ
ょ

う
か

D

p
H

ぺ
ー

は
ー

7
.0

ひ
ょ

う
か

Ａ
7

.5
ひ

ょ
う

か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
7

.0
ひ

ょ
う

か

Ａ
6

.5
ひ

ょ
う

か

Ａ

Ｃ
Ｏ

Ｄ
し

ー
お

ー
で

ぃ （
m

g
/
L
）

①
調

査
ち

ょ
う

さ

の
結

果
け

っ
か

を
記

録
き

ろ
く

し
ま

し
ょ

う
。

②
河

川
か

せ
ん

の
評

価
ひ

ょ
う

か

の
表ひ

ょ
う を

見
て

あ
て

は
ま

る
ラ

ン
ク

（
A

～
D

）
を

ひ
ょ

う
か

と
こ

ろ
に

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

し
ょ

う
。

③
「

ぜ
ん

た
い

の
は

ん
て

い
」

の
と

こ
ろ

は
ひ

ょ
う

か
の

中
で

1
番ば

ん

低ひ
く

か
っ

た
も

の
を

記
入

き
に

ゅ
う

し
ま

す
。

5
0

0
0

お
だ

や
か

８
以

上
８

以
上

８
以

上

晴
れ

晴
れ

晴
れ

３
０

℃

２
１

℃

晴
れ

２
７

℃

Ｃ

水
が

多
く

感
じ

る

Ｂ

８
以

上

Ｃ
Ｄ

調
査

日
ち

ょ
う

さ
び

　
　

　
平

成
へ

い
せ

い

　
1

8
  
年ね

ん

　
7

 月が
つ

　
2

6
 日に

ち

ぜ
ん

た
い

の
は

ん
て

い

見
た

目

に
お

い

鬼
岩

橋

１
６

．
５

℃

Ｂ

か
て

い
か

ら
出

る
は

い
水

水
の

し
ゅ

る
い

お
米

の
と

ぎ
じ

る
石

森
橋

鬼
岩

橋
石

森
橋

河
川

か
せ

ん

水す
い

ろ
過か

前ま
え

ろ
過か

後ご

魚
　

fi
ｓ

ｈ
感

じ
な

か
っ

た

ま
っ

し
ろ

し
な

い

少
し

黄
色

っ
ぽ

く
な

っ
て

い
る

鬼
岩

よ
り

少
し

こ
い

よ
う

に
感

じ
た

 

財
団

法
人

岐
阜

県
公

衆
衛

生
検

査
セ

ン
タ

ー



付録２ 

御嵩町環境フェア 

 

 平成 19 年 2 月 25 日に開催した環境フェアに財団法人岐阜県公衆衛生検査センタ

ーが参加しました。 

 出展は、御嵩町の可児川の簡単な水質検査体験と御嵩町の川にすむ生き物を水槽に

入れて展示しました。また、毎年実施している河川調査の結果と御嵩町の川の生き物

をポスターにまとめました。 

  

（１）環境フェアの様子 

 

 



経年変化（平成9年～平成17年）　鬼岩公園内（可児川上流）

ＤＯ ＣＯＤ

ＤＯ ＣＯＤ

全窒素 大腸菌群数

ｐＨ ＢＯＤ
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経年変化（平成9年～平成17年）　木下橋（可児川中流）

ＤＯ ＣＯＤ
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全窒素 大腸菌群数

ｐＨ ＢＯＤ

ＳＳ 全リン

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

pH値

環境基準値

環境基準値

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年
mg/L

環境基準値

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

mg/L

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

平
成

９
年

平
成

１
０
年

平
成

１
１
年

平
成

１
２
年

平
成

１
３
年

平
成

１
４
年

平
成

１
５
年

平
成

１
６
年

平
成

１
７
年

mg/L

環境基準値

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

mg/L

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

MPN/100ml

環境基準値

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

mg/L

環境基準値

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

平
成

９
年

平
成

１
０

年

平
成

１
１

年

平
成

１
２

年

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

mg/L

財団法人岐阜県公衆衛生検査センター



経年変化（平成9年～平成17年）　石森橋（可児川下流）

ｐＨ ＢＯＤ

ＤＯ ＣＯＤ

ＤＯ ＣＯＤ
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経年変化（平成9年～平成17年）　津橋川（可児川上流域支流）

ｐＨ ＢＯＤ

全窒素 大腸菌群数
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経年変化（平成9年～平成17年）　比衣川（可児川下流域支流）

ｐＨ ＢＯＤ

全窒素 大腸菌群数
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平成
へいせい

13年
ねん

から平成
へいせい

17年
ねん

の5年間
ねんかん

の御嵩町
みたけちょう

内
ない

の川
かわ

の水質
すいしつ

を見
み

てみよう。

松野
まつの

湖
こ

から流
なが

れる可児川
かにがわ

の水質
すいしつ

は、御嵩町
みたけちょう

を流
なが

れる間
あいだ

にどのように変化
へんか

するのでしょう。

また、可児
かに

川
がわ

にはたくさんの小
ちい

さな川
かわ

や用水路
ようすいろ

が流
なが

れ込
こ

みます。これらは可児川
かにがわ

に大
おお

きな影響
えいきょう

があります。

身近
みじか

な川
かわ

を守
まも

ることが可児
かに

川
がわ

を守
まも

ることになります。
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平成13年可児川本流 平成14年可児川本流 平成15年可児川本流

平成16年可児川本流 平成17年可児川本流 平成13年支流

平成14年支流 平成15年支流 平成16年支流

平成17年支流
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御嵩町を流れる可児川の水質を知ろう！
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ＢＯＤ
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ユスリカ

コカゲロウの一種

御嵩町の川にすむ生き物

津橋川

比衣川

プラナリア

財団法人岐阜県公衆衛生検査センター

シマトビケラ属の一種

御嵩
伏見

上之郷

中切
可児川

可児川上流　鬼岩公園内

可児川中流　木下橋

可児川下流　石森橋

モンカゲロウ

フタツメカワゲラ属の一種

ヒメドロムシ

オナガサナエ


